
NICTNICT開発の最新型電波干渉計用サンプラー開発の最新型電波干渉計用サンプラー

1.情報通信研究機構
2.日本通信機（株）

近藤哲朗1、小山泰弘1、市川隆一1、大久保寛2

A/D
AD9283 BRS-80

DDR MEMORY

CONFIG DEVICE
ALTERA EPC16QC100

FPGA
ALTERA EP2S30

ANALOG BUFFER AMP
AD8061

USB I/F

FRONT VIEW

REAR VIEW

UNIT

4 UNITS

フリンジテスト結果フリンジテスト結果

First fringe observed by First fringe observed by notebook PCnotebook PC
3C843C84

2005/11/10  07:24:00UT
these are due to 
5MHz step PCAL signals

Fsample = 32MHz

FRONT VIEW REAR VIEW

仕様仕様の比較の比較

300 MHz100 MHzAnalog Bandwidth

2, 4, 8, 16, through------LPF (digital filter)(MHz)

adjustable from host ------DC offset

0.04, 0.1, 0.2, 0.5, 1, 2, 
4, 8, 16, 32, 64

0.04, 0.1, 0.2, 0.5, 1, 2, 
4, 8, 16

Sampling Frequency

(MHz)

1, 2, 4, 81, 2, 4, 8AD bits

1, 41, 4# of ch/unit

64Mbps/ch 
256Mbps/unit

1024Mbps/4unit

64Mbps/ch

64Mbps/unit

256Mbps/4unit

Max Data Rate

1PPS, 10MHz / 5MHz1PPS, 10MHzReference Signals

USB2.0PCI-busInterface with PC
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特徴特徴
•• ＤＣオフセットをホストＰＣからコマンドで可変ＤＣオフセットをホストＰＣからコマンドで可変

•• ５ＭＨｚ、１０ＭＨｚどちらの周波数標準でも使える５ＭＨｚ、１０ＭＨｚどちらの周波数標準でも使える

•• デジタルフィルターを内蔵しているので、３２ＭＨｚ帯域のビデオデジタルフィルターを内蔵しているので、３２ＭＨｚ帯域のビデオ

信号を入力するだけで、２，４，８，１６信号を入力するだけで、２，４，８，１６,, ３２ＭＨｚビデオ帯域の３２ＭＨｚビデオ帯域の
観測が可能観測が可能

•• ＵＳＢ２．０インターフェースでノートＰＣでも使用可能ＵＳＢ２．０インターフェースでノートＰＣでも使用可能

今後の改修計画今後の改修計画

• ２ビット、４ビットサンプリング時の抽出ビッ
ト位置（８ビット量子化後のビット位置）の変
更をホストからのコマンドにより可能にする

＝＞信号レベルが弱いときの２ビット、

４ビット量子化の最適化

情報通信研究機構(NICT)ではＰＣベースのＶＬＢＩ端末
「K5/VSSP（旧称IP-VLBI）」の後継機としてチャンネル
あたりのサンプリング周波数の上限を16MHzから６４
MHzに拡大したK5/VSSP32サンプラーユニットを新た
に開発した。ＰＣとのインターフェースにK5/VSSPでは
ＰＣＩバスを採用していたがK5/VSSP32ではUSB2.0を
採用しているため、いわゆるノートＰＣでもＶＬＢＩ観測が
可能である。この程、初期不具合の改修を終え、２４時
間のＶＬＢＩ観測にも使用できるようになった。

K5/VSSP32K5/VSSP32ブロック図ブロック図
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Debian GNU/Linux 3.1 (Kernel 2.6.8-2-386) 
i386プラットフォーム

動作確認環境動作確認環境

この環境では従来のK5/VSSPとの共存が可能
同時サンプリングも可能（ＰＣ１台で８ｃｈをカバー）
（ただし、最大データレートはＰＣの性能依存）

http://www2.nict.go.jp/w/w114/stsi/K5/VSSP/index.html

観測ソフト公開ＵＲＬ観測ソフト公開ＵＲＬ

K5/VSSP で検索すると上記ページがヒットします
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